
理解してもらえなくて…

病気について正しく理解し、偏見や差別をなくしましょう

感染症については、まず、予防及び治療といった医学的な対応が不可欠であることは言うまでもあ
りませんが、それとともに、患者や家族などに対する偏見や差別意識の解消など、人権尊重の視点も
重要です。
また、難病はその種類も多く様々な病気の特性があり、個人差があるため、一見して病気とわかる

場合もあれば、外見上はあまり変化がなく、健康な人と変わらない場合もあります。そのため、病気
に対する無理解や偏見により、心ない言葉をかけられるなどの差別を受けることがあります。

だからこそ、病気について正しく理解し、こうした偏見や差別を払拭することが必
要です。

感染症・難病等をめぐる人権

（漫画：桜田幸子さん）

22

どんな課題がありますか？

新型コロナウイルス感染症や HIV 等の感染症をめぐる人権問題

病気に対する不安や恐怖心、正しい知識の不足等により、患者及びその家族等に対する入園・入学や登園・登校
の拒否、職場や学校、医療現場等での心ない言動、不適切な扱い、SNSでの誹謗・中傷などの問題が起きています。

コロナウイルスは、人や動物の間で広く感染症を引き起こすウイルスです。風邪のような軽症の疾患から、重
症急性呼吸器症候群（SARS）や中東呼吸器症候群（MERS）のようなより重篤な疾患に至るまで、様々な呼吸器
感染症を引き起こします。新たに見つかった「新型コロナウイルス」は、「新型コロナウイルス感染症」（COVID-
19）を引き起こします。発熱、倦怠感、咳などの症状があり、中には感染しても症状の出ない人もいます。ほと
んどの人は特別な治療を必要とせず回復しますが、重症化し呼吸困難に陥る場合もあります。感染経路は飛沫感
染と接触感染の 2つと言われています。

HIV（ヒト免疫不全ウイルス）に感染すると、次第に身体の免疫力が低下します。そのために様々な感染症や悪
性腫瘍などにかかってしまった状態になるのがAIDS(後天性免疫不全症候群)です。現在では、治療法の発達によ
り病気の進行を遅らせることが可能になり、感染後も変わらずに社会生活を送る人が増えています。HIVは空気
感染せず、感染経路も限られているため、学校や職場等での日常的な接触では感染しません。

難病をめぐる人権問題

難病は、長期にわたる療養が必要となるため、経済的な負担や介護に伴う家族の負担も大きくなります。また、病気の
特性によっては外見では全く変化がない場合もあるため、偏見や差別をおそれて病気を隠している人も少なくありません。

発病の構造が明らかでなく、かつ、治療方法が確立していない希少な疾病であって、当該疾病にかかることに
より長期にわたり療養を必要とすることとなる疾病をいいます。

どんな取組みが行われていますか？

● 関係する主な法律等

� 「世界エイズデー」 〔1988〕（世界保健機関(WHO)）
� 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）〔1998制定 2021改正〕
� 難病の患者に対する医療等に関する法律 〔2014制定〕
� 児童福祉法の一部を改正する法律 〔2017制定〕

● 熊本県の主な取組み

感染者やその家族、関係者等が地域で安心して生活できるよう、感染症に関する県民一人一人の理解の促
進や、感染者等への偏見・差別等の未然防止に向けた取組みを進めます。また、感染者等からの相談を通じ
て必要なサポートを行います。

難病患者等が地域で尊厳を持って、安心して暮らすことができるよう、難病に関する情報の提供など普及・
啓発に取り組みます。

〔関係する主な計画等〕
熊本県感染症予防計画 〔2000策定〕

保健所を中心に市町村及び医師会等と連携した感染症予防教育の推進、パンフレットの配布や研修会の実
施など、患者等への偏見・差別の排除に向けた啓発の推進等について明記されています。

熊本県難病相談・支援センター

熊本県が NPO 法人熊本県難病支援ネットワークに業務を委託して実施しています。患者
や家族の悩みや不安等の解消を図るため、各種相談をはじめ、患者・家族等の交流、病気に
関する情報の提供、就労支援等の事業を実施し、難病患者が持つ様々なニーズに対応したき
め細やかな相談対応や支援を行っています。

1 感染症に関する正しい知識の普及・啓発等

2 難病患者や家族への相談対応・支援体制の充実
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